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飼育下のチンパンジーにおける環境エンリッチメントの評価と提案

はじめに
環境エンリッチメントとは、それぞれの動物種に

ふさわしい行動と能力を引き出せるよう、飼育環境
を構築し、動物福祉を向上させることである1, 2）。飼
育下の動物は野生下の同種に比べて空間的な活動範
囲や社会的な交渉が制限されることがあり、その結
果、飼育下の動物の行動レパートリーや行動時間配
分が、野生の同種に比べて乏しくなったり、偏った
りする場合のあることが知られている2, 3）。たとえば
３ヶ所の動物園で飼育されている９種の動物の行動
レパートリーは、野生の種に比べて単調であり、１
日の行動時間配分は草食動物以外の採食行動が野生
の種に比べて極端に少ないことが示されている4）。
各種の動物に応じた飼育環境に対する環境エンリッ
チメントを導入することによって動物の生活環境を
改善させることができると考えられている1）。導入

された環境エンリッチメントの成否は、飼育下の動
物の行動レパートリーと行動時間配分を、野生下の
動物のそれらと比較することで評価可能である1）。

チンパンジー（Pan troglodytes）はボノボ（Pan 
paniscus）とともに系統学的にヒトにもっとも近縁
な現生の動物種であり、アフリカ大陸の赤道付近の
熱帯林や乾燥林に生息している5－7）。チンパンジー
の主食は樹上に実る果実や葉であり8）、日中の半分
ほどを樹上で過ごす8）。野生下のチンパンジーの社
会は、一つの集団に複数のオトナのオス・メスを含
む複雄複雌集団であり、オスは出自群にとどまり、
メスが他集団に移籍する父系集団である5）。集団は
離合集散性をもち、数十km2におよぶ大きな遊動域
を、複数のパーティに分かれて遊動するものの、そ
のメンバーは頻繁に入れ替わる5, 6）。
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環境には、多くの違いが、物理的、現実的制約によ
り不可避的に生じる10, 11）。たとえば野生下では広大
な遊動域と多様な環境があるのに対し、飼育下では
同等の飼育面積を確保することは困難であり、また
構造物の高さにも制限があり、人工物で自然界の物
を代替せざるを得ない場合がある。また野生下では
狩猟行動が行われるのに対し、飼育下でこれを再現
させることは実際には不可能であろう。さらに野生
での集団内、集団間の複雑な社会構造は、飼育頭数
の限界、飼育面積による制限があるため、再現する
ことは困難である。

こうした制限の下で、国内の動物園では飼育チン
パンジーに対するさまざまな環境エンリッチメント
が試みられ、成功事例が報告されている。たとえば
よこはま動物園ズーラシアや宇部市ときわ動物園の
チンパンジー放飼場では、擬木と植栽で野生下の環
境を再現しており、生息環境展示として成功してい
る12, 13）。多摩動物公園のチンパンジー放飼場にも複
数の環境エンリッチメントがほどこされている11）。
たとえば多種多様な抽出タイプのフィーダーを設置
することで、定期的な給餌による採集では補えない
チンパンジーの採食時間を増大させ、野生と同等の
採食時間割合につなげているのは、採食または認知
的エンリッチメントの成功事例といえる。また多摩
動物公園のチンパンジーの飼育数は、国内の動物園
で最大であり、固有の安定した社会ネットワークを
形成し、２個体間での対面毛づくろいの割合が高い
という独特の文化をもっている可能性が示唆されて
いる11）。これらは社会エンリッチメントの成功事例
といえよう。

チンパンジーの空間エンリッチメントを考える場
合にも、放飼場の構造物の利用頻度やその利用方法
について野生チンパンジーと同等となることが理想
的である。多摩の放飼場には、高さ15 mの金属製タ
ワー（以下タワーと略記）と、７mの木製やぐら

（以下やぐらと略記）などの構造物が設置されてお
り、チンパンジーたちの立体的な空間利用の再現が
試みられている（図１、２）。タワーややぐらには
フィーダー等はなく給餌もタワーややぐらでは行わ
ず、投げ入れても届かない。野生チンパンジーの主
食は樹木に結実する果実が多くを占めるため、樹上
での採食割合が高い8）。多摩のチンパンジーたちが
構造物上で採食を行うには、給餌された食物を構造
物にまで運搬して採食する必要がある10）。しかしこ
うした食物の運搬行動は、狩猟行動の結果得られた
肉資源の運搬以外には、野生下ではあまり起こらな

い行動である7, 14）。また野生チンパンジーは、気温
が高いと日照量の多い樹冠の利用頻度を減らし、地
上付近で行動することが多くなることが指摘されて
いる9）。多摩の放飼場のタワーは、各段が上下で互
い違いに設置されており、座面は金属のメッシュ構
造となっているため、上の段に当たった日光はほと
んど遮られることなくその下の段に届く。そのため
タワー上には日中、日陰部分は少ない（図１、６、
７）。一方、木製二階建て構造のやぐらの一階部分
は日陰となる。また夏の炎天下では金属製のタワー
は日光で熱せられると考えられる。そのため気温の
高い夏場は、タワーは暑くなり、日照を避けられる
構造物はほぼやぐらの一階部分に限られる。

図１　多摩のチンパンジー放飼場の金属製タワー

図２　多摩のチンパンジー放飼場の木製やぐら

本研究は、以下の２つの予測を検証することで、
多摩のチンパンジー放飼場における空間エンリッチ
メントを評価し、環境エンリッチメントの改善、新
たなエンリッチメントの導入を提案することを目的
とする。多摩における飼育チンパンジーの構造物の
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使用について２つの予測が成り立つ。第一にタワー
ややぐらといった多摩の構造物上には採食物はない
ため、飼育個体は野生個体より、構造物の利用割合
が低く、また採食時にはそれがさらに低いことと予
想される。第二に構造物のうちでも多摩の飼育環境
ではタワー上には日陰となる部位が少なく日なた部
分が多い。そのため四季を通じて気温の変化の大き
い日本においては、夏場の気温が高い時期にはチン
パンジーは日照を避けタワーの使用割合が低くなり、
秋・冬の気温が低い時期には日当たりのよいタワー
の使用割合が高くなると予測される。その一方、や
ぐらには日なただけでなく日陰も存在し、チンパン
ジーが気温に応じて利用の選択が可能なため、使用
割合の気温による影響は小さいと予測される。

調査地・方法
調査地は、東京都多摩動物公園（以下多摩）とタ

ンザニア・マハレ山塊国立公園（以下マハレ）であ
る。多摩は東京都日野市に位置している。マハレは
東アフリカ、タンザニア連合共和国西端のタンガニ
イカ湖東岸に位置している。マハレ全体の面積は約
1,600 km2である。マハレにおける調査対象M集団
の遊動域は、約27 km2である5）。多摩の放飼場の面
積は2,300 m2であり11）、マハレの遊動域の約１万分
の１以下の広さである。

多摩での調査は、江口が2021年７月から12月まで
約６ヶ月間断続的に総調査日20日実施した。調査対
象は飼育されているチンパンジー19頭中18頭（オト
ナオス５頭・オトナメス11頭・コドモオスメス各１
頭）である。放飼場に出す個体は毎日10頭前後が展
示される。飼育担当者がチンパンジーの発情状態な
どを考慮し、その日に放飼場に出す個体とバック
ヤードに留める個体を決定する。チンパンジーが放
飼場に出ている間、観覧エリアからの目視による個
体追跡法を用いて観察を実施した。３分間隔の瞬間
サンプリング法を用いて、位置（地上・やぐら・タ
ワー・その他の構造物）・行動、その時刻の気温の
記録を行なった。各個体の総観察時間3.4±0.5時間
である。各月の調査時の平均気温は、７月28.0℃、
８月30.1℃、９月24.4℃、10月22.7℃、11月15.1℃、
12月13.3℃であった。

マハレでの調査は島田が2001年10月から2002年
２月まで約５ヶ月間断続的に総調査日69日実施した。
調査対象はマハレに生息するチンパンジーM集団
の全55頭中オトナ16頭（オス８頭・メス８頭）の
データを用いた11）。１個体につき約２時間を目安に

した個体追跡を行い、１分間の瞬間サンプリング法
を用いて、追跡個体の位置（地上・樹上）・行動を
記録した13）。各個体の総観察時間は26.2±3.2時間
である。マハレの調査地における各月の平均最高気
温は、10月30.9℃、11月28.2℃、12月27.3℃、１月
27.9℃、２月28.7℃である18）。

追跡個体の行動は、マハレ・多摩ともに、採食
（採集・抽出・狩猟）・移動・休息・遊び・グルーミ
ング・その他の６つの大カテゴリーに分類し記録し
た11, 15）。

予測１の検証のため以下の分析を行なった。多摩
のチンパンジーがやぐら・タワー・その他構造物上
を利用している場合、マハレのチンパンジーが樹上
を利用している場合に相当するものとみなし、各個
体の樹上・構造物使用割合が、集団（マハレ・多
摩）、行動、個体によって影響を受けるかどうかを、
各個体の樹上・構造物使用割合を目的変数、集団、
行動、個体を説明変数とする一般化線形モデルを用
いて分析した。また各個体の樹上・構造物使用割合
に対する行動と集団の間の交互作用による影響の有
無を、各個体の樹上・構造物使用割合を説明変数、
集団、行動、集団と行動の交互作用を目的変数とす
る分散分析を用いて分析した。予測２の検証には、
多摩の各場所の使用割合を目的変数、気温、個体を
説明変数とし、一般化線形モデルで各場所の使用割
合と気温の関係を分析した。分析には統計分析ソフ
トHADを使用した16）。

結果
樹上・構造物使用割合を目的変数とし、行動、集

団、個体名を説明変数とした一般化線形モデルによ
る分析の結果、説明変数の全てに有意な主効果が見
いだされた（表１）。集団間では多摩の構造物使用割
合の方がマハレの樹上使用割合より低かった（図３）。

また分散分析の結果、集団と行動の交互作用も樹
上・構造物使用割合に有意な影響を与えていた。す
なわち行動カテゴリーごとで、集団間に樹上・構造
物使用割合には有意な違いが見いだされた（F1,869＝
15.574, p＜0.001, η2＝0.018；表２）。多重比較の結果、
多摩の構造物使用割合はマハレの樹上使用割合より
も採食時とグルーミング時において有意に低かった

（採食：F1,869＝46.750, p＜0.001, η2＝0.179；グルーミ
ング：F1,869＝9.512, p＝0.002, η2＝0.051, 図４）。一方、
多摩の構造物使用割合はマハレの樹上使用割合より
も休息時において有意に高かった（F1,869＝6.159, p＝
0.013, η2＝0.025）。
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表１　マハレと多摩の樹上使用割合の一般化線形モデルの回帰係数表

表２　マハレと多摩の樹上使用割合の分散分析表
多摩は構造物使用割合を表す。

 
図３　個体ごとの樹上使用割合の比較

多摩は構造物使用割合を表す。横軸はそれぞれ個体を表す。

図４　マハレと多摩の各行動の集団間での樹上使用割合の比較
多摩は構造物使用割合を表す。
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多摩の各個体のやぐら使用割合を目的変数、気温
と個体を説明変数とする一般化線形モデルの分析の
結果、やぐらの使用割合に対する気温による有意な
影響は見いだされなかった（一般化線形モデル：R2

＝0.036, χ2＝2.592, df＝2, p＝0.274）。一方各個体の
タワー使用割合を目的変数、気温と個体を説明変数
とする一般化線形モデルの分析の結果、気温が高い
ほど、タワーの使用割合は有意に低かった（表３、
図５）。

考察
マハレと多摩の樹上・構造物使用割合の比較で

は、マハレの方が多摩に比べて高く、また採食時に
おけるマハレの個体の樹上使用割合は、採食時にお
ける多摩の個体の構造物使用割合に比べて有意に高
かった。これらの結果は第一の予測を支持し、多摩
の放飼場におけるタワーややぐら上での採食手段が
少ないことが彼らの低い構造物使用割合の原因であ

ることを示唆する。したがって多摩のチンパンジー
の構造物使用割合をより野生に近づけるには、彼ら
が構造物上で直接的な採食を可能にすることが重要
である。また多摩のチンパンジーは休息時にはマハ
レのチンパンジーに比べて構造物使用割合が高く、
一方でグルーミング時には低かった。この結果は、
タワーややぐらの座面の面積が多くの個体が集まれ
るほどには広くないために、個別の休息には適して
いるが、社会的なグルーミングには適していない可
能性を示唆する。

やぐらの使用割合に対する、気温による影響はあ
るとは言えなかったが、タワーの使用割合は気温が
高いほど減少し、気温が低いと増加した。これらの
結果は第二の予測を支持する。タワー上では日中の
日陰が少ないが、やぐらでは一階部分において日陰
を確保することが可能であるために、気温が高い際
にはタワーの使用割合を減少させるものの、やぐら
では必ずしも減少しないということを示唆する。多

 

表３　タワーの使用割合と気温の関係の回帰係数表

図５　タワーの使用割合と気温の関係（R2＝0.197, y＝0.873－0.023x）
点は各サンプルポイントを表す。
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摩では夏場では20℃台後半だったが秋・冬に至る
と10℃台にまで下がった。一方マハレでは調査期
間中でもっとも平均最高気温の高い10月が30.9℃、
もっとも低い11月が28.2℃であり、日中の最高気
温で見た場合であっても気温の変化は多摩よりも小
さかった。多摩の夏場の気温はマハレの最高気温と
大きく異なるとはいえなかったものの、気温が30
度を超えると多摩のチンパンジーたちはほとんどタ
ワーを使わなかった。この結果は、やぐらの座面が
木製であるのに対し、タワーの座面は金属性である
ため、炎天下では座面が熱せられ、タワーの使用が
できなくなっていた可能性が考えられる。一方で
秋・冬となり気温が下がると日当たりのよいタワー
上を利用する割合が高くなったと考えられる。この
ように多摩のチンパンジーは野生と同様に気温と日
照条件により場所の利用を選択していたと考えられ
る9, 17）。ただし本研究では、やぐらの一階と二階部
分の使用を区別してデータ収集をしておらず、また
放飼場内における日陰の位置の推移やチンパンジー
によるその利用についてのデータは収集できなかっ
たため、これらの推測を厳密に示すためにはさらな
る研究が必要である。

構造物を木製などの自然に近い素材にすることは
空間エンリッチメントの向上につながる10, 12, 13）。多
摩の構造物使用割合を増加させより野生に近づける
には、タワー上のチンパンジーが使用する場所の素
材を改善し、タワーでの日陰を増やすことで気温が

高くても使用できるように工夫することが必要だ。
また日本の環境で飼育する場合にも、温度により活
動場所を選択できるような飼育環境を作ることが、
チンパンジーがより快適で自律的な生活を営むこと
につながる15）。以上の結果と検討から、多摩のタ
ワーにおける新たな空間エンリッチメントの提案を
する。

第一に、タワーへフィーダーを導入することを提
案したい。タワー上に滑車を用いてチンパンジーの
食べ物の入ったゴンドラを持ち上げるフィーダーを
導入し、給餌時にチンパンジーたちが構造物上で直
接、採食可能にすることで、構造物使用割合も増加
すると考えられる。多摩では、複数のフィーダーが
採食時間の増加に寄与していることがわかってい 
る11）。これらのフィーダーをタワーややぐらに設置
することで、構造物上での採食時間の増加につなげ
られると考えられる。実際、多摩ではたとえばキリ
ン（Giraffa sp.）の放飼場にゴンドラ式の給餌機を
設置することで高い場所での採食を可能にしている。
そのキリンの給餌機を応用し、チンパンジーのタ
ワー上部へフィーダーを導入することで採食が可能
になる。チンパンジーの高い身体能力と知能を考慮
すると、ワイヤーをつたって放飼場外への逃走等の
危険もあるため、タワー上部に滑車を固定し、ワイ
ヤーを下へ引っ張ることでフィーダーをタワー上部
へ運ぶことを提案する（図６）。チンパンジーがワ
イヤーを動かし、滑車に指を挟んでしまうといった

図６　ゴンドラ式フィーダーの概念図 図７　樹皮を敷いたタワーの概念図
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事故が想定されるため、安全対策として滑車部分を
固定し、外部にむき出しにしないなどの工夫が必要
である。また万が一フィーダーが落下した際のチン
パンジーへの衝撃を最小限に済ませるため、フィー
ダーはできるだけ軽量かつ頑丈な素材で作成する工
夫も必要だ。多摩で現在使われているものであれ
ば、竹筒や編んだ消防ホースなどが候補として挙げ
られる。

第二に、タワーのメッシュの床部分に樹皮を敷く
ことを提案したい（図７）。こうした工夫により、
既存の金属製の人工物から容易に木製の自然に近い
素材へと変更できる。また、最上部以下の段には、
樹皮により日陰ができることでチンパンジーがタ
ワー上で日陰と日なたを選択することができるよう
になり、また日差しで熱せられた金属の座面に直接
触れないようになるため、チンパンジーにとってよ
りよいタワーの利用につながると考えられる。ただ
しここでも注意点がある。樹皮を用いれば、腐敗が
少なからず起きてしまうため、定期的な交換が必要
である。またはがれた樹皮がフィーダーの滑車に巻
き込まれるなどの事態を想定し、タワー上部の滑車
の設置位置は、座面からある程度離すなどの工夫が
必要だろう。以上のようなタワーの改善を図ること
は、さらなる空間エンリッチメント機能の向上、そ
してチンパンジーの福祉向上にもつながるだろう。
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